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【課題の概要】 
本研究は、イネの最重要病害であるイネいもち病を研究対

象として、イネいもち病抵抗性遺伝子の機能領域の改変によ
る認識特異性の拡大、抵抗性遺伝子座の進化過程の解析、抵
抗性遺伝子のネットワーク制御と負の制御の解析に取り組
み、イネの病害抵抗性制御機構とその進化の解明を目指して
いる。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、イネいもち病抵抗性遺伝子とその産物の精力的

な分子解析によって、病害抵抗性遺伝子の機能とその進化機
構の解明を目指す、学術的意義の高いものである。さらに、そ
の研究成果によって、イネいもち病抵抗性育種に限らず、広
く作物の病害抵抗性育種に新たな方法論を提供する可能性が
あり、作物育種への大きな貢献も期待できる。 

 


